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会長挨拶 

「１０月２４日世界ポリオデー」 
ポリオ根絶を目指して 

会長 小口直久 

「ポリオ」という病気は非常に感染性の高い病気

であり、特に感染しやすいのは５歳未満の子どもで

す。日本では一般に「小児まひ」と呼ばれることもあ

ります。ポリオウイルスは人から人へ感染し、最も多

いのは汚染水を通じた感染です。神経系を侵すこと

もあり、これによって身体のまひを引き起こす可能性

があります。ロータリーとそのパートナー団体は、こ

れまで世界中３０億人以上の子どもにワクチンを投

与する活動を行ってきました。ポリオはワクチンで予

防可能ですが、治療法はありません。ほかの多くの

疾病とは異なり、ポリオは根絶可能です。 

世界からポリオを根絶しない限り、今後１０年以内

に、世界での年間発症数は２０万件に上ると予想さ

れています。ポリオの常在国は現在アフガニスタン

とパキスタンのわずか２カ国ですが、ポリオの発症が

どこかで起きている限り、感染の危険は世界中の子

どもに及ぶことになります。 

ロータリーと「世界ポリオ根絶推進活動（ＧＰＥＩ）」

のパートナーは、３０年にわたりポリオ根絶活動に取

り組んできました。現在では、ポリオの発症数は活動

開始当時よりも９９．９％減少。１９８５年以来、ロータ

リーは「ポリオプラス」プログラムの下、世界各地のロ

ータリー会員が

実施する募金

活動を通じて、

ポリオ根絶活動

に２２億ドル以

上を寄付してき

ました。今日ま

での進展を維

持し、世界のす

べての子どもを

ポリオから守る

ため、ロータリ

ーは毎年５，０００万ドルを拠出することを目標として

います。 

【ポリオ撲滅する５つの理由】 

１．人々の生活を改善 

撲滅活動のおかげで１，９００万人の人々が身体

麻痺にかかることなく、命を落とすことのなかった人

の数は１５０万人に上ります。 

２．未来への投資 

ポリオが撲滅されなければ今後１０年間で毎年２０

万人の子供が身体麻痺となる可能性があります。ポ

リオ撲滅を実現する事は世界中の子供により安全な

♪今週のことば

会員数 37人 4人 9,000円

出席対象 36人 累　計 185,000円

出席者数 25人 目標額 60万円

ZOOM 2人 達成率 30.8%

出 席 率 75.0% 前回修正 0.0%

本日は社会奉仕員会担当例会にお越しいただきありがとうございます。。超多忙な森
山会員による諏訪湖のお話をしていただきます。よろしくお願いいたします　　　太田
淳也
宮坂英貴さんYEG会長おめでとうございます。大役がんばってください　　溝口幸二
コロナ感染状況も落ち着いていて安心して生活できる喜びを感じる今日この頃です。
本日は森山会員の諏訪湖のヒシの現状ということで卓話をいただきます。状況を踏ま
えわれわれクラブとして何ができるか考えながらお聞きしたいと思います。　　小口直
久

♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ
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世界を送ることなのです 

３．子供の健康を改善 

ポリオ撲滅のサーベイランス（注意深く監視する）

や予防接種活動ではビタミン欠乏や麻疹といった他

の健康問題の検査も行われるため早めに対処でき

ます 

４．資金の節約 

ポリオのない世界を実現することで、今後２０年間

で４００～５００億ドルの資金が節約でき、世界経済

にも良い影響をもたらします 

５．歴史を作る 

ポリオが、世界から撲滅されれば天然痘に続いて

２番目に撲滅された疾病となり、公共保険の歴史

上、最も偉大な功績の１つとなります。 

我々ロータリーは、長い間ポリオ撲滅のために人

道支援、また多額の拠出金によりポリオ撲滅のため

尽力してきた歴史を知り、ポリオ撲滅ためには、人と

お金の両方が必要であることが理解できました。

我々は直接現地に赴いて活動することはできませ

ん。今、改めてポリオ撲滅に対し我々ロータリアンが

できることは何か、この世界ポリオデーに際し、考え

てみてはいかがでしょうか。この世から少しでも早く

ポリオが絶滅でき、世界中の子供が安全に生きるこ

とのできる世界が来ることを願ってやみません。 

第１７１２回例会 

『いま諏訪湖は・・・・』 

会員卓話 森山 広 会員 

担当 社会奉仕委員会 

本日は諏訪湖を生業の場としている森山会員か

ら全く違う目から見た諏訪湖のお話を聞きました。 

いま諏訪湖で起きている大きな問題「環境問題」

を超えた諏訪湖消滅の話、ヒシの繁茂とその特異な

生態と対応策などなどを豊富なビジュアル材料を使

っていただき、分かり易く説得力ある説明をしていた

だきました。あまりのリアルさに少しゾクッと背筋の寒

くなるような気がいたしました。 

また、後手後手にまわり、効果を期待できない政

治や行政の環境浄化に果たす役割もいま一度見直

す機会になるかもしれません。 

少し刺激的な言い方である「諏訪湖掃除をしてい

れば良いのか？！」という投げかけは、私たちにも

行政にも突き付けられた鋭い刃の気がします。 

皆で考えてみましょう 

 

 

 

 


